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アルフアルファの栄養繁殖に関する研究

2. 掃し穂の発根
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STUDIES ON THE VEGETATIVE PROPAGATION OF ALFALFA PLANTS 

2. Rooting of stem cutting 

Kin-ichi NISHIKAWA 

Abstract 

The experiment on propagation of alfalfa by stem cutting was carried out using the vermiculite rooting 

medium， in order to elucidate the e百ectsof temperature and varietal difference on its rooting. The 

varieties used were Moapa， Natsuwakaba， Du Puits and Williamsburg. 

The results are as follows; 

1) The survival percentages of cuttings in all varieties under three temperature conditions (15， 20 and 

250C) were 100% two weeks after planting. 

2) The percentages of cuttings rooted in al1 varieties under three temperature conditions were more 

than 80% four weeks after planting. 

3) The number of roots in cuttings was largest in Du Puits， fol1owed by Williamsburg and Natsuwa-

kaba， and smallest in Moapa. 

4) The root growth of cuttings was more accelerated under 250C than that under 15 or 20oC. 

5) The roots became long and thin with the rise of temperatures. 

緒 雷

アルフアルファの栄養繁殖については， すでに中嶋

ら3)は水挿し法について試験し村山ら1.2) も砂床を用

いた茎挿し繁殖法を報告しているO 筆者も既報4.5)にお

いて，アルフアルファの発根には6種の培地のうち，バ

ーミキュライトが最も成績が良かったので，本報ではバ

ーミキュライトを用いた茎挿しによる繁殖を試み，発根

に及ぼす温度の影響とその品種間差異について比較検討

した。その結果，若干の知見を得たので， ここにその概

要を報告するO

材料及び方法

供試品種として，艦艇地型(1 1tD の Moapa，暖地

型(自群)のナツワカバ，中間地型(阻群〉の DuPuits 

と Williamsburg の4品種を用い 3年目の株より材
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料を採取した。挿し;穂は再生枝を葉， 側芽をつけたま

ま，茎の上位，中位，下位部のうち，既報4)において最

も成績の良かった下位部2節を用い，培地としてパーミ

キュライトに茎挿しした。茎挿し後直ちに15・C，20・C，

25'Cの3段階に調節した3連式コイトトロン室内で管理

しTこ。

調査は茎挿し後 2週間目と 4週間自の 2回，根数，

最長銀長，根重及び第1回目は挿し穂の生存率を 2回

目は枯死してはいないが発根していない個体は除いて，

発根率について行なった。

実験結果

茎挿し:後2週間自における，各品種の発根と発根後の

伸長に及ぼす温度の影響は第1表及び第1図に示す通り

であったoすなわち15'C区では未だ殆んど発根は認めら

れず，僅かにナツワカパ， Williamsburgで発根がはじ

まった程度で、あった。 20・C匹になるといずれの品種も発
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根し，特に DuPuitsが，根数，最長根長とも 4品種中

最も大きい値を示した。 25・C区について，第3図に発根

数の分布を示したが， 品種聞に明らかな差が認められ

た。すなわち， Moapaの発根数は 1"'5本の範囲にあ

り，ナツワカパ， Williamsburgはともに6'"" 10本をピ

ークとする分布を示し， Du Puitsは11"-' 15本をピーク

とし分布の幅も最も広かった。

挿し穂後4週間目の生育状況は第2表及び第2図の

通りであった。すなわち品種別にみると， 極暖地型の

Moapa が根数，根長，根重のいずれも 4品種中最低値

を示した。暖地型のナツワカパで

つれ根数， 根長， 根重ともに増加する傾向がみられた

が， Du Puits， Wil1iamsburgに比較すれば温度による

差は小さかった。中間地型の DuPuitsでは根長で温度

の影響が特に大きく， 15・C区で僅かに 9.26cmだったの

が， 250C区では 20.26cmもあり， 25・C区での根長の伸び

が著しかった。同じく中間地型の Williamsburgでも

25"C区の根長の伸びが大きかった0

4品種共通して， 15・C区の低温では根は形態的に太く

短かい傾向がみられ， 25・C区の高温になると，細長くな

る傾向が認められた。

第1表茎挿し後 2週間目の生育状況
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第2表茎挿し後 4週間目の生育状況
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第 1閃茎挿し 2週間後の発根の状況

1 : 15・C区 2: 20・CIR， 3: 250C区

し、ずれも在からナツワカパ， Du Puits， 

Williamsburg， Moapaの順序

考 察

アノレブアルファは原則として他花授精による植物であ

るため， 実生繁植すると同一遺伝組成の個体が得にく

い。牧草類の育種のみならず，ff:.理的な試験を行なう場

合にも同一遺伝組成からなる植物体を多数必要とする場

合があり，著者も十数年来，アルフアルファの生理的特

第 2r司茎挿し4週間?をの発根の状況

4 : 15
0

C区， 5: 20.C区， 6: 250C区

L、ずれも左からナツワカパ， Du Puits， 

Moapa， Williamsburgの順序

性に関する研究をつづけているが，生理実験をより精密

に実施するために，供試材料を揃える意味からも茎挿し

繁殖による簡易増殖法の実用化を望むものであるO

既に中嶋3)は水挿し法について試験し，村山ら1，2) も

砂床を用いた詳細な研究を発表しているが，本報では挿

し床としてパーミキュライトを用いたが，枯死個体は殆

んど皆無であった。このことはアルフアルファのま挿し
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第 3図挿し穂後2週間目の発根数の分布
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培地としてバーミキュライトが適しているものと考えら

れる。

各品種について，温度の影響をみると，茎挿し後2週

間目では4品種とも2S
0

C区でよく発根し，特に最長根長

で温度の影響が著しかった。茎挿し後4週間目になる

と，特に中間地型の DuPuitsと Williamsburg で根

長に対する温度の影響が顕著で，やはり25
0

C区で最大値

を示した。

4品種とも温度による根の形態の違いは，温度が低け

れば太く短いが，温度が高くなると細長い根となる傾向

が認められた。

品種間差異をみると，極暖地型の Moapaが各温度区

において 4品種中根の生育が最も悪かった。これは温度

に対する反応が純感で，温度に対する適応範囲が広く，

極暖地型の生育特性を示していると考えられる。暖地型

のナツワカパは極暖地型と中間地型との丁度中間的な傾

向がみられた。中間地型の DuPuitsと Williamsburg 

は各温度とも根の生育が良かった。これはこの 2品種が

温度環境に対して敏感に反応するためと考えられる。

なお，今後の課題として村山ら1.2) もあげている茎挿

しの時期，挿し穂の老若，発根促進剤の種類及び濃度な

どのことがらも今後の研究に待たなければならないが，

更に挿し穂の同化，呼吸，蒸散， C/N率と発根など生

理的分野も引きつづき検討しなければならない。

摘 要

ノミーミキュライトを培地とした茎挿しによるアルフア

ルファの栄養繁殖法を試み，発根に及ぼす温度の影響と

品種間差異について比較，検討を行ったもので，得られ

た主な結果は次の通りである O

( 1 )茎挿し後2週間目の挿し穂の生存率は各品種

(Moapa，ナツワカバ， Du Puits， Williamsburg)各

温度区 05，20， 2S
0

C) とも 100%の生存率を示した。

(2)茎挿し後 4週間目の挿し穂の発根率はし、ずれも

80%以上で，高い発根率を示した。

(3)茎挿し 2週間後における， 2SoC区の発根数の

分布では Du Puits で最も根数の多い個体が多く，

Williamsburgとナツワカパがつづき， Moapaが最も

根数少なかった。

(4) 250C区の発根状況が最も良く， 特に DuPuits 

と Williamsburgで顕著であった。又， 根の形態にお

いて，温度による差異が認められた。
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